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あけましておめでとうございます

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会

会
長

増

田

剛

〒
113

8465

東
京
都
文
京
区
湯
島
二

四

四

平
和
と
労
働
セ
ン
タ

七
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
八
四
二
︶
六
四
五
一

花
に
は
太
陽
を

子
ど
も
に
は
平
和
を

日

本

子

ど

も

を

守

る

会

〒
170

0005

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
二

一
七

一
〇

ア
ル
コ
バ
レ

ノ
南
大
塚
一
〇
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
三
一
九
︶
三
六
四
五

治

安

維

持

法

犠

牲

者

国

家

賠

償

要

求

同

盟

中

央

本

部

〒
113

0034

東
京
都
文
京
区
湯
島
二

四

四

平
和
と
労
働
セ
ン
タ


Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
八
四
二
︶
六
四
六
一

ジ

ン
ダ

平
等
め
ざ
し
て

﹁
女

性

の

ひ

ろ

ば
﹂
編

集

部

〒
151

8586

東
京
都
渋
谷
区
千
駄

谷
四

二
六

七

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
三
七
九
︶
二
四
一
二

東

京

法

律

事

務

所

〒
160

0004

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一

四

四
谷
駅
前
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
三
五
五
︶
〇
六
一
一

自

治

体

問

題

研

究

所

理
事
長

中

山

徹

〒
162

8512

東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
一
二
三

矢
来
ビ
ル
四
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
二
三
五
︶
五
九
四
一

自

由

法

曹

団

団
長

岩

田

研
二
郎

〒
112

0014

東
京
都
文
京
区
関
口
一

八

六

メ
ゾ
ン
文
京
関
口
Ⅱ
二
〇
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
二
二
七
︶
八
二
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
︵
五
二
二
七
︶
八
二
五
七

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合

女

性

部

〒
169

0073

東
京
都
新
宿
区
百
人
町
四

七

二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
三
六
〇
︶
八
〇
二
一

全

国

保

育

団

体

連

絡

会

会
長

大

宮

勇

雄

〒
162

0837

新
宿
区
納
戸
町
二
六

三

保
育
プ
ラ
ザ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
六
二
六
五
︶
三
一
七
一

障

害

者

の

生

活

と

権

利

を

守

る

全

国

連

絡

協

議

会

〒
169

0072

東
京
都
新
宿
区
大
久
保
一

一

二

富
士
一
ビ
ル
四
Ｆ

日
本
障
害
者
セ
ン
タ

内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
二
〇
七
︶
五
九
三
七︵
代
︶

日

本

母

親

大

会

連

絡

会

〒
102

0084

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
一
二

一

全
国
教
育
文
化
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
二
三
〇
︶
一
八
三
六

婦

人

民

主

ク

ラ

ブ

婦

民

新

聞

〒
151

0051

東
京
都
渋
谷
区
千
駄

谷
三

二

八

第
十
二
宮
庭
ビ
ル
３
０
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
四
七
八
︶
二
三
一
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
︵
三
四
七
八
︶
二
三
一
八

全

国

商

工

団

体

連

合

会

会
長

太

田

義

郎

〒
171

8575

東
京
都
豊
島
区
目
白
二

三
六

一
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
九
八
七
︶
四
三
九
一

全

国

労

働

組

合

総

連

合

議
長

秋

山

正

臣

〒
113

8462

東
京
都
文
京
区
湯
島
二

四

四

全
労
連
会
館
四
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
八
四
二
︶
五
六
一
一

農

民

運

動

全

国

連

合

会

会
長

長
谷
川

敏

郎

〒
173

0025

東
京
都
板
橋
区
熊
野
町
四
七

十
一

社
医
研
セ
ン
タ

二
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
九
六
六
︶
二
二
二
四

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

中
央
執
行
委
員
長

桜

井

眞

吾

女
性
部
長

海

野

由

理

〒
112

0012

東
京
都
文
京
区
大
塚
四

一
〇

七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
九
七
八
︶
三
五
八
〇

最
低
保
障
年
金
制
度
の
確
立
を

全

日

本

年

金

者

組

合

中
央
執
行
委
員
長

杉

澤

隆

宣

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
一

六
〇

二
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
九
七
八
︶
二
七
五
一

日
本
民
主
青
年
同
盟
中
央
委
員
会

〒
151

0051

東
京
都
渋
谷
区
千
駄

谷
四

二
〇

二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
七
七
二
︶
五
七
〇
一

原

水

爆

禁

止

日

本

協

議

会

〒
113

8464

東
京
都
文
京
区
湯
島
二

四

四

平
和
と
労
働
セ
ン
タ

六
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
八
四
二
︶
六
〇
三
一

核
兵
器
ゼ
ロ
・
原
爆
被
害
に
国
の
償
い
を

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

︵
日
本
被
団
協
︶

〒
105

0012

東
京
都
港
区
芝
大
門
一

三

五

ゲ
イ
ブ
ル
ビ
ル
九
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
四
三
八
︶
一
八
九
七

日

本

平

和

委

員

会

〒
105

0014

東
京
都
港
区
芝
一

四

九
平
和
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
四
五
一
︶
六
三
七
七

非

核

の

政

府

を

求

め

る

会

〒
113

0033

東
京
都
文
京
区
本
郷
二

一
三

一
三

本
郷
七
番
館
二
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
八
四
四
︶
六
五
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
︵
三
八
一
二
︶
九
六
八
六

日

本

共

産

党

国

会

議

員

団

〒
100

8981

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二

二

一

衆
議
院
第
一
会
館
Ｂ
２
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
五
八
〇
︶
三
五
三
〇

憲
法
を
守
り
い
か
そ
う
！

全
日
本
教
職
員
組
合
︵
全
教
︶

中
央
執
行
委
員
長

宮

下

直

樹

〒
102

0084

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
一
二

一

全
国
教
育
文
化
会
館
三
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
五
二
一
一
︶
〇
一
二
三

ℓ
女

性

会

議

〒
113

0033

東
京
都
文
京
区
本
郷
二

二
七

二

東
眞
ビ
ル
５
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
八
一
六
︶
一
八
六
二
︵
代
︶

全

国

保

険

医

団

体

連

合

会

会
長

竹

田

智

雄

〒
151

0053

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二

五

五

新
宿
農
協
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
三
七
五
︶
五
一
二
一︵
代
︶

東

京

合

同

法

律

事

務

所

〒
107

0052

東
京
都
港
区
赤
坂
二

二

二
一

永
田
町
法
曹
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
︵
三
五
八
六
︶
三
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
︵
三
五
〇
五
︶
三
九
七
六

2024年11月15日、東京・新宿区で「2035年に81％以上削

減」を求めてアクション（吉田さん提供）

毎
年
の
猛
暑

線
状
降
水
帯
や
水
害
発
生
な
ど


気
候
危
機
が
深
刻
化
す
る
な
か

世
界
と
日
本
の
対

策
の
動
向
と
課
題
に
つ
い
て

Ｆエ

フ

ｏオ


Ｅイ


Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
の
吉
田
明
子
さ
ん
に
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た


危
機
の
深
化
に
向
き
合
わ
な
い
先
進
国

温室効果ガスの大幅削減いますぐ必要

2050年ゼロに向け、その経路が重要。日本は2019年

度比でなく2013年度比で、削減案①をベースに議論を

進めるが、本来は早期に大幅な削減②が必要

2024年11月25日に環境省・経済産業省から提示された資料より作成

原
子
力
と
化
石
燃
料
に
固
執
す
る
政
府

地
域
か
ら
声
を
上
げ

と
り
く
み
広
げ
て

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
О

Ｆ
ｏ
Ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

吉
田

明
子

２
０
２
５
年
は
パ
リ
協

定
の
合
意
か
ら
10
年
で

す

気
候
危
機
は
年
々
そ

の
深
刻
さ
を
増
し

日
本

で
も
昨
年
は

10
月
に
も

30
度
以
上
の
日
が
続
く
な

ど
23
年
に
続
き
観
測
史
上

最
高
の
気
温
を
更
新
し
ま

し
た

世
界
も
同
様
で


24
年
に
は
工
業
化
前
と
比

べ
１
・
５
度
以
上
の
上
昇

と
な
る
見
通
し
で
す


パ
リ
協
定
で
は

﹁
２

１
０
０
年
ま
で
に
世
界
の

平
均
気
温
上
昇
を
２
度
未

満

で
き
れ
ば
１
・
５
度

ま
で
に
抑
え
る
﹂
こ
と
を

合
意
し
ま
し
た
が

皮
肉

に
も
そ
の
﹁
１
・
５
度
﹂

が
目
の
前
に
迫

て
い
ま

す

夏
の
猛
暑
や
異
常
気

象
な
ど
で
す
べ
て
の
人
が

影
響
を
受
け
て
い
ま
す

が

と
り
わ
け
生
活
へ
の

打
撃
を
強
く
受
け
て
い
る

の
は

途
上
国
で
気
候
災

害
の
直
撃
を
受
け
る
貧
困

層
や
一
次
産
業
従
事
者
な

ど
で
す


24
年
11
月
中
旬

ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ

ン
の
首
都
バ

ク

で

気
候
変
動
に
関

す
る
国
際
会
議
﹁
Ｃコ

О

Ｐプ

29
﹂
が
開
か
れ
ま
し
た


今
回
の
Ｃ
О
Ｐ
で
は

先

進
国
か
ら
途
上
国
に
拠
出

さ
れ
る
気
候
資
金
の
次
の

目
標
の
合
意
が
焦
点
の
一

つ
で
し
た

先
進
国
が
こ

れ
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
の
責
任
と
し
て
負
担

す
る
も
の
で

途
上
国
の

気
候
対
策
や
被
害
対
応
の

た
め
に
重
要
な
も
の
で

す

途
上
国
は
年
間
１
・

３
兆

を
要
求
し
ま
し
た

が

最
終
的
に
は
３
０
０

０
億


し
か
も
供
与
で

は
な
く
貸
付
を
含
み

そ

の
内
容
も
化
石
燃
料
延
命

技
術
な
ど
を
含
む
も
の
と

な
り
ま
し
た

Ｆ
ｏ
Ｅ
イ

ン
タ

ナ
シ

ナ
ル
の
メ

ン
バ

は
﹁
気
候
資
金
の

Ｃ
О
Ｐ
は
誤

た
対
策
の

Ｃ
О
Ｐ
に
な

て
し
ま


た
﹂
と
憤
り
ま
す


日
本
を
含
む
先
進
国
は

自
分
た
ち
の
権
利
を
主
張

し
て
本
質
的
な
対
策
に
向

き
合
わ
ず

抜
け
道
の
議

論
に
終
始

途
上
国
と
の

圧
倒
的
な
格
差
の
あ
る
構

造
は
変
わ
り
ま
せ
ん


パ
リ
協
定
の
枠
組
み
自

体
が

各
国
に
自
主
的
な

目
標
設
定
を
求
め
る
の
み

で

義
務
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が

現
状

の
各
国
の
と
り
く
み
で
は

世
界
の
気
温
は
２
・
６


３
・
１
度
上
昇
す
る
と
国

連
環
境
計
画
︵
Ｕユ

Ｎネ

Ｅ

Ｐプ

︶

が
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す


国
内
で
は
昨
年

新
た

な
気
候
変
動
目
標
と
エ
ネ

ル
ギ

基
本
計
画
の
改
定

議
論
を
お
こ
な
い


月

素
案
を
発
表
し
ま
し
た


残
念
な
が
ら
そ
の
内
容

は
気
候
危
機
の
状
況
に
向

き
合
う
も
の
で
は
な
く


む
し
ろ
逆
行
す
る
も
の
で

す

脱
炭
素
を
掲
げ
な
が

ら
も

そ
の
中
身
は
新
技

術
に
過
度
に
期
待
し
た
原

子
力
と
化
石
燃
料
の
維
持

・
推
進
で
す

新
技
術
は

高
コ
ス
ト
で

民
間
投
資

が
進
ま
な
い
た
め

政
府

が
支
援
し
よ
う
と
い
う
の

が
岸
田
政
権
で
進
め
ら
れ

た
Ｇ
Ｘ
︵
グ
リ

ン
ト
ラ

ン
ス
フ


メ

シ


ン
︶
政
策
で
す

原
子
力

に
つ
い
て
は
既
存
の
制
度

の
み
で
は
新
規
建
設
が
進

ま
な
い
と
し
て

さ
ら
な

る
国
民
負
担
の
支
援
策
の

必
要
性
が
議
論
さ
れ
ま
し

た

﹁
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢

の
追
求
﹂
と
は
言
う
も
の

の

そ
れ
で
は
本
来
進
め

る
べ
き
省
エ
ネ
ル
ギ

・

再
生
エ
ネ
ル
ギ

が
十
分

に
進
ま
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
す


新
た
な
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
と
し
て

35
年

に
60
％
︵

年
比
︶

40
年

に
73
％
削
減
と
い
う
案
が

環
境
省
か
ら
示
さ
れ
た
の

は
11
月
25
日
の
会
議
終

盤

エ
ネ
ル
ギ

基
本
計

画
・
温
暖
化
対
策
計
画
の

素
案
提
示
ま
で
１
カ
月
を

切
る
時
期
で
し
た

本
来

で
あ
れ
ば
夏
頃
に
は
そ
う

し
た
案
を
提
示
し

少
な

く
と
も
数
カ
月
か
け
て
議

論
す
べ
き
で
す

今
回
は

さ
ら
に

環
境
省
・
経
産

省
の
合
同
委
員
会
に
委
員

が
審
議
会
の
あ
り
方
や
高

い
削
減
目
標
を
求
め
る
意

見
を
提
出
し
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
﹁
議
題
に
沿
わ
な

い
﹂
と
受
理
さ
れ
ず

審

議
会
に
提
示
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た


気
候
科
学
者
機
関
Ｉア

イ

Ｐピ


Ｃシ


Ｃシ


は

１
・
２
度
を
め

ざ
す
に
は
35
年
ま
で
に
全

世
界
で
60
％
以
上
の
削
減

が
必
要
だ
と
し
て
い
ま

す

日
本
の

年
目
標

は

温
室
効
果
ガ
ス
排
出

が
一
番
多
か

た
２
０
１

３
年
を
基
準
と
し
て
お

り

19
年
比
に
す
る
と
約

49
％
に
と
ど
ま
り
ま
す


先
進
国
と
し
て
の
責
任
を

考
慮
す
れ
ば
ま

た
く
不

十
分
で
す

私
た
ち
を
含

む
﹁
ワ
タ
シ
の
ミ
ラ
イ
﹂

は

年
に
は

年
比

％

以
上
の
削
減
を
求
め
て
い

ま
す


何
よ
り
政
府
の
議
論
の

プ
ロ
セ
ス
に
大
き
な
問
題

が
あ
り
ま
す

審
議
会

は

環
境
団
体
や
再
エ
ネ

需
要
家
企
業
・
自
治
体
な

ど
の
参
加
も
な
く

20
年

前
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

ず

産
業
界
や
電
力
業
界

と
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
研

究
機
関
等
を
中
心
と
し
た

委
員
構
成
で
す

将
来
世

代
や
市
民
参
加
の
機
会
も

ほ
と
ん
ど
な
く

パ
ブ
リ


ク
コ
メ
ン
ト
も
議
論
が

ほ
と
ん
ど
終
了
し
た
あ
と

に
ア
リ
バ
イ
的
に
実
施
さ

れ
る
の
み
で
す

そ
れ
で

も

月
末
頃
か
ら
募
集
さ

れ
る
パ
ブ
リ

ク
コ
メ
ン

ト
に
多
く
の
市
民
が
声
を

上
げ
る
こ
と
は
重
要
で

す

Ｆ
ｏ
Ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
の
ウ

ブ
サ
イ
ト

※

も
ご
覧
い
た
だ
き

一
言

で
も
意
見
を
出
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す


最
後
に

変
化
が
起
こ

る
と
す
れ
ば
地
域
か
ら


中
小
企
業
な
ど
民
間
か
ら

で
す

す
で
に
ほ
と
ん
ど

の
自
治
体
が
﹁
ゼ
ロ
カ


ボ
ン
シ
テ

宣
言
﹂
を
し

て
い
ま
す

実
現
の
た
め

に
は

地
域
で
省
エ
ネ

再

エ
ネ
に
と
り
く
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

再
エ
ネ

社
会
実
現
の
た
め
に

そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
自
治
体

や
中
小
企
業
に
働
き
か
け

て
い
き
ま
し

う


※
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ


基
本
計
画

地
球
温
暖
化

対
策
計
画
に
向
け
た
提

言




